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秋津小学校校庭に咲く林檎の花

2010年８月７日

岸 裕司

東大本郷キャンパス福武ラーニングシアター

秋津コミュニティ顧問

習志野市立秋津小学校ＰＴＡ元会長

㈱パンゲア代表取締役

学校と地域の融合教育研究会副会長

フォーラム PTAは「新しい公共」を切り拓けるか

PTA改革からスクール・コミュニティへ
～習志野市立秋津小学校とＰＴＡ＆秋津コミュニティの実験～
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秋津の3つの実験
①秋津小学校の授業や行事に年間延べ2万人の保護者や住民が
参画＝約年間200日の開校日に協働＝狭義の学社融合

②秋津小学校コミュニティルームを保護者や住民が年間365
日延べ1万人利用＝広義の学社融合

③人つなぎは「子縁（こえん、子どもを介した大人の縁づくり）」で推進

＜PTA改革時からの一貫した考え方・推進法＞
○何をするにも互いの立場を尊重し、互いにメリットを生む
Ｗin＆Ｗin＝融合の発想で実施する

・保護者と教職員がＷin＆Ｗin＝PTAのあり方
・学校・教育委員会・住民がＷin＆Ｗin
＝ 秋津小学校コミュニティルームの住民自治運営のあり方

・子どもとお母さん・おばちゃん・住民がＷin＆Ｗin
＝開放施設での放課後子ども教室実施による多世代交流

・子どもとおやじがＷin＆Ｗin＝土日休日の子ども教室
・学校・子ども・おやじがＷin＆Ｗin＝各種学校教材づくり
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4年生 落語（国語）

６年生 茶道（総合学習）

２年生 仲良し給食（食育）

１年生 昔遊び（生活科）

①授業に年間２万人が参画
学校と住民がＷin＆Ｗin
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お年寄りの居場所「サロン秋津」月２回

花壇の手入れ

健康体操

②秋津小学校コミュニティルームを年間１万人が利用
放課後や休日も利用できる余裕教室４室＋余裕敷地300㎡＋陶芸窯

民謡教室

②学校・教育委員会と住民がＷin＆Ｗin
教育長が管理責任者。校長ではない。
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手づくり作品の
掲示 ビーズ教室

算数・数学教室
ミサンガ教室

水彩画教室

放
課
後
は
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
。

参加費１回Ｏ円～100円、保険代は年間500円

すべての教室に参加できます。

教職員の出勤はありません。

秋津・地域で遊ぼう！教室 放課後・休日240日開催

③子どもとおばちゃんがＷin＆Ｗin
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秋津・地域で遊ぼう！教室 放課後・休日240日開催

ライトスタンドづくり

日帰りハイキング

うどんづくり教室

科学教室

休
日
は
お
や
じ
担
当
で
。

④子どもおやじがＷin＆Ｗin
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③人つなぎは「子縁（こえん） 」で推進

第１飼育小屋づくり（生活科の教材）

ごろごろ図書室づくり（低学年用図書室）

お
や
じ
は
モ
ノ
づ
く
り
で

｢子縁（こえん）」は、子を持つ親はもちろんであるが、何らかの事情で子を持たない若夫婦や子や孫などもいない、
または同居していないお年寄りなどにも拡大させて、地域社会でさまざまな人と人をつなぐ新しい縁結びの考え方。
出典：岸裕司著『学校開放でまち育て－サスティナブルタウンをめざして』（学芸出版社、2007年）ほか

⑤学校・子ども・おやじがＷin＆Ｗin
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中学生に追跡調査 幼少期に学校によく来ていたから、
中学生になっても母校によく来る＝ふるさと意識の醸成
ほかの小学校の卒業中学生との比較（2003年調査、1～3年生合計99人）

図６　習志野市立第七中学生に聞いた小学生の時に放課後や休日に
小学校へ行った１年間の平均回数（回）
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滝瀬容子『地域に開かれた学校における子どもの環境認知』2003年3月、白百合女子大学大学院生時代の修士論文より、岸が作図。

図７　同じ中学生に聞いた、放課後や休日に卒業した小学校へ行く１年
間の平均回数（回）
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高校生に追跡調査 「見えない学力」の効果
秋津小卒業生は自尊感情とコミュニケーション能力が高い

秋津小を卒業した高校生男子は、幼少期につちかった「生きる力」が継続されている－ほかの高校生男子との比較から（2006
～7年1月調査）。｢自尊感情」と「コミュニケーション能力」に関する秋津小卒業高校生男子で調査時に秋津に在住する26人
とほかの地域（横浜市・川崎市・福岡県小郡市）の高校生男子370人との傾向の比較

10.1 29.7 37.3 22.9

19.2 30.8 38.5 11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

他地域

秋津

そのとおりだ どちらかといえばそうだ どちらかといえばそうではない そうではない

図１　今の自分がすきだ（％）　自尊感情

川﨑末美東洋英和女学院大学人間科学部教授の調査レポート『共生型集住の可能性－家族・コミュニティ・地域・環境の視点から
－学校を基地にした多元的共生空間』2007年3月3日、「国立民族学博物館・多元的共生空間の創成に関する共同研究会」での報告書より。
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図２　友だちが話しているところに気軽に参加できる（％）
　　　　コミュニケーション能力
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秋津コミュティの活動は「父親力」や「人間力」を高めている
子どもたちも大人の姿（楽しんでいる、包容力、民主的、行動力のある etc.）から学んでいる
（東洋英和女学院大学香川芙美さんの2008年度の卒業論文からの聞き書きより）

活動に参加して
いるうちに子ども好きになったね。

今では地域のスポーツクラブでよその

子の世話をして楽しんでるよ。

コミュニティに参加するように
なって、親子のふれあいが子どもの人格を
よい方向に育てるということに気づいたよ。

子どもにとって一番だいじなものは

大人と触れ合う時間だね。

工作クラブでは子どもに
まさかりで薪割りをさせるんだ。
危険でもね。でも、その分、

ちゃんと見ているよ。

地域の子どもたちとよく遊ぶよ。
次の世代の子どもたちに、

遊んでもらった記憶を残してあげて、
優しいものをあげたいね。

コミュニティでは皆が生きる
知恵をもってる。年配の人とも一緒にやって

いろいろ学んだ。人生、ずっと学ぶことがあるね。
楽しくやっているよ。

子どもがこんな姿を見て、何かを学んだり
感じたりしていると思う。

Cさん

Eさん

Fさん

Aさん おやじ力の向上
Ｂさん
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秋津モデルのスクール・コミュニティへ導くには－秋津の実験成果

①家庭・学校・地域を開き、 PTＣ（コミュニティ） Aへ
②PTAが主体になっての実践を
・おやじの居場所を学校へ＝各種のサークル活動への参画
・放課後子ども教室＝秋津コミュニティが自主運営
・学校支援地域本部＝保護者・住民・サークルが参画
・総合型地域スポーツクラブ＝学校体育から社会体育へ移行
・コミュニティ・スクール（学校運営協議会）に指定

でもね、これらは方法であり目的ではない。
目的は、学校を拠点に以下の実現に取り組むこと。

06改定教育基本法（2006年12月改定、①②と傍線は岸による）

第３条 生涯学習の理念
国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることが
できるよう、その生涯にわたって、
①あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、
②その成果を適切に生かすことのできる社会の実現が図られな
ければならない。
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秋津モデルのスクール・コミュニティの最終目標
⇒学校を拠点に多世代の生涯学習を推進する住民自治学校

①誰でもが､いつでも､どこでも学べる､生涯学習のまち育
てに寄与する学校と地域をつくる

②誰でもが､安全で安心に学び働き暮らせる､ノーマライゼ
イションのまち育てに寄与する学校と地域をつくる

まちのソーシャルキャピタルの向上
自主的な学び・安全安心・働きやすい学校・健康・市民自治
総体としてのまちの魅力により若者家族のＵ・Ｉターンを促す
⇒子どもを増やして持続可能なサスティナブルタウン

＝「新しい公共」を住民主権で創出

最
終
目
標



13

秋津小学校とＰＴＡ＆秋津コミュニティの関わりと歴史①

・1980年 秋津のまちと幼稚園併設の習志野市立秋津小学校が東京湾の埋め立て
地に同時に誕生。2010年現在人口7199人内65歳以上1682人・高齢化率23.4％・
児童数352名。最大は開校4年目の1148名。でもここ7年は児童数増に転じる

・1986年 ＰＴＡ規約改正「学校の人事や管理には干渉しません」を廃止し「会員
相互の理解と資質向上をはかることを目的とし、本会と学校は互いに干渉するこ
となく立場を尊重しあい、目的達成のために協力します」に変えた。

・1990年度から３年間、市の生涯学習研究指定校。ＰＴＡ内に保護者研究部会発足

・1991年度 秋津小学校ＰＴＡ創立10周年記念事業として飼育小屋を新築。
お父さんたちの学校デビューとなり、今日まで続くきっかけとなる。

・1992年１月に秋津地区生涯学習連絡協議会（地学連）を創設。92年度で研究指
定が解除になることからＰＴＡ主体で生涯学習推進を開始。

・1992年４月から、学校のクラブ活動に保護者や地域の大人も参画するように改変。
今日まで続く「学社融合」のめばえ。

・1995年9月 地学連から教育委員会への要望が実現し教育長が管理責任者の秋津
小学校コミュニティルーム開設（４教室＋陶芸窯＋敷地300㎡）。同会を秋津コ
ミュニティと改称。鍵も住民15名が管理し生涯学習の拠点が実現

・1997年度 宮崎稔校長が応募して読売教育賞最優秀賞（地域社会教育活動賞部門）
受賞 賞金50万円は2000年6月完成のビオトープ造成費用にあてる
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秋津小学校とＰＴＡ＆秋津コミュニティの関わりと歴史②

・1997年8月 「学校と地域の融合教育研究会」発足。当時の宮崎稔校長が会長、岸裕司
秋津コミュニティ会長が副会長 http://yu-go-ken.net

・1999年1月 地域の篤志家による100万円の寄付により秋津果樹園が校庭に完成

・2001年5月「習志野ベイサイドスポーツクラブ（総合型地域スポーツクラブ）」を住民自
治で発足（1中学校・3小学校区）、2007年にＮＰＯ法人化

・2002年度 文部科学省より「新しいタイプの学校運営の在り方に関する実践研究」指定
（3年間）。全国7自治体9校の内の1校。期間中の2004年9月学校運営協議会法制化

・2005年度 文部科学省より「コミュニティ・スクール推進事業」の委託校（2年間）。

・2006年 秋津小学校は市教育委員会からコミュニティ・スクール（学校運営協
議会制度）の指定を千葉県最初に受ける。

・2006年 こども環境学会賞こども環境活動賞部門受賞（融合研の諸活動に対し）

・現在の秋津コミュニティに加盟する約40のサークル・ＰＴＡなどの団体には男性
が主の工作クラブやパソコン倶楽部・各種の音楽系があり、自らの学びとともに
日常的に授業に参画している人々が多いのが特長。

・コミュニティルームでは、放課後や休日240日間行う多世代交流の「秋津・地域
で遊ぼう！」教室を秋津コミュニティが自主運営。他にもさまざまな活動を学校
施設を活用しながら学校外＝授業外活動を行なっている特長がある。

・今後の展望 秋津のまちの価値＝ソーシャルキャピタルをいっそう高め、Ｕターン・Ｉター
ンする若者家族を増やしサスティナブルタウンを目指す。
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秋津実践から生まれたキーワード

①できる人が、できるときに、
無理なく、楽しく！

②楽しく、ゆっくり “わたし流” に！
③自主・自律・自己管理
秋津小学校コミュニティルームの住民自治による自主運営の価値
学校の鍵を住民が預かることで、自治意識と「おらの学校」意識が向上

④自助、共助、最後に公助のまち育て

・０～１４歳人口１７,０１２,０００人
・５７～６５歳人口１６,９６２,０００人だから、
・元気なシニア１人が孫世代の子ども１人と対応できる
Ｈ21.12月末

より詳しくは、この本を
岸裕司著『学校開放でまち育て』学芸出版社

学校づくり・子育ち・まち育ては三位一体で！
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ありがとうございました！

秋
津
菌
に
感
染
し
た
か
な
？

（
危
な
い
菌
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
念
の
た
め
）

秋津の標語：少子化時代の大家族、学校と地域で育てる秋津っ子

コ
ミ
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ニ
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を
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る
校
門
の
看
板


